


































































How to Structure Subject Matter that Broadens Musical Ways of Thinking
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5
身
近
な
楽
器
で
「
黒
田
節
」
を
演
奏
す
る
。
 
（
1）
雅
楽
器
の
音
色
や
つ
く
り
か
ら
代
替
す
る
身
近
な
楽
器
を
決
定
す
る
。
 
（
2）
雅
楽
の
特
徴
を
生
か
し
て
「
黒
田
節
」
を
演
奏
す
る
。
 
器
ア
器
イ
(ｲ
) 
器
楽
①
②
③
 
ウ
エ
 オ
カ
ウ
 
3
/
3 
（
3）
器
楽
を
伴
奏
に
「
黒
田
節
」
を
歌
い
、
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。
 
 
・
郷
土
の
音
楽
を
学
習
し
た
こ
と
 
 
・
長
い
年
月
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
 
 
・
雅
楽
の
特
徴
を
知
っ
た
こ
と
 
器
ウ
(ｲ
) 
 
 
 
 
資
料
4
 
 
教
材
解
釈
 
「
黒
田
節
」「
越
天
楽
今
様
」
 
 
 
【
歌
唱
教
材
】
 
 
さ
ろ
し
も
お
や
さ
よ
 
素
要
成
構
 黒
田
節
 
独
唱
 
4
/
4
 
4
小
節
の
フ
レ
ー
ズ
の
4
段
構
成
 
み
や
こ
節
 
①
歌
詞
が
話
に
な
っ
て
い
る
 
②
胸
声
で
ど
っ
し
り
と
歌
う
感
じ
 
③
堂
々
と
し
て
力
強
い
感
 
 
 
等
 
越
天
楽
今
様
 
斉
唱
 
4
/
4
 
4
小
節
フ
レ
ー
ズ
の
4
段
構
成
 
「『
雅
楽
』
越
天
楽
」
の
旋
律
に
の
っ
た
歌
 
④
春
の
景
色
の
の
ど
か
な
様
子
を
歌
っ
た
曲
 
⑤
神
社
で
流
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
 
⑥
ゆ
っ
た
り
と
優
し
い
感
じ
 
 
 
 
等
 
 
資
料
1
1
 
教
材
解
釈
 
「
器
楽
合
奏
 
黒
田
節
」
 
 
【
器
楽
教
材
】
 
 
構
成
要
素
 
よ
さ
や
お
も
し
ろ
さ
 
器
楽
 黒
田
節
 
斉
唱
 
4
/
4
 
4
小
節
の
フ
レ
ー
ズ
の
4
段
構
成
 
代
替
楽
器
 
笙
パ
ー
ト
を
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
 
竜
笛
パ
ー
ト
を
電
子
オ
ル
ガ
ン
で
 
篳
篥
パ
ー
ト
を
リ
コ
ー
ダ
ー
で
 
 
 
楽
箏
パ
ー
ト
を
ピ
ア
ノ
で
 
 
楽
琵
琶
パ
ー
ト
を
オ
ル
ガ
ン
で
 
 
鉦
鼓
パ
ー
ト
を
シ
ン
バ
ル
で
 
 
鞨
鼓
パ
ー
ト
を
小
太
鼓
で
 
 
楽
太
鼓
パ
ー
ト
を
大
太
鼓
で
 
 
 ①
音
程
は
不
安
定
な
ほ
う
が
雅
楽
の
雰
囲
気
が
出
る
こ
と
②
拍
感
は
演
奏
者
そ
れ
ぞ
れ
が
ず
れ
て
い
た
方
が
雅
楽
の
雰
囲
気
が
出
る
こ
と
 
 ③
リ
コ
ー
ダ
ー
は
タ
ン
ギ
ン
グ
を
せ
ず
、
息
を
不
安
定
に
吹
き
込
む
ほ
う
が
篳
篥
の
音
の
ふ
く
ら
み
が
表
現
で
き
る
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
等
 
 
 
資
料
9
 
 
教
材
解
釈
「『
雅
楽
』
越
天
楽
」「
雅
楽
に
よ
る
黒
田
節
」
 
 
【
鑑
賞
教
材
】
 
 
さ
ろ
し
も
お
や
さ
よ
 
)
み
組
仕
、
色
音
(
 
素
要
成
構
 
器
楽
 
篳
篥
 
主
旋
律
を
演
奏
す
る
。
 
リ
ー
ド
を
も
ち
、
草
笛
の
よ
う
な
音
色
 
不
安
定
な
音
程
 
力
強
い
神
社
に
い
る
よ
う
な
神
聖
な
感
じ
音
 
①
膨
ら
ん
だ
り
縮
ん
だ
り
す
る
感
じ
 
 
 
 
笛
竜 笙
 
1
7
本
の
竹
管
に
リ
ー
ド
が
つ
い
て
い
る
の
で
複
数
の
音
が
出
る
。
吹
い
て
も
吸
っ
て
も
音
が
出
る
。
た
く
さ
ん
の
音
が
一
度
に
出
せ
る
の
で
和
音
を
演
奏
す
る
。
 
②
音
が
途
切
れ
ず
ず
っ
と
音
が
鳴
っ
て
ど
こ
ま
で
も
続
く
感
じ
 
鞨
鼓
 
一
定
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
演
奏
し
、
全
体
の
速
さ
を
決
め
、
終
わ
り
の
合
図
を
出
す
。
鼓
の
一
種
で
、
木
製
の
台
の
上
に
奏
者
の
正
面
に
横
向
き
に
置
き
、二
本
の
桴
を
使
っ
て
左
右
両
面
を
打
つ
。
 
③
玉
が
転
が
っ
て
い
く
よ
う
に
演
奏
さ
れ
る
感
じ
 
楽
太
鼓
 
 
 
 
 
鼓
鉦 楽
琵
琶
 
 
楽
箏
 
 
 
 
 
 
 
全
体
の
分
析
 
雅
楽
の
全
体
よ
さ
や
お
も
し
ろ
さ
 
ゆ
っ
た
り
と
し
た
速
さ
 
拍
が
と
り
に
く
い
 
様
々
な
音
の
響
き
 
④
篳
篥
の
音
色
は
、
草
笛
み
た
い
で
音
程
が
一
定
で
な
く
、
途
中
で
音
が
膨
ら
む
よ
う
に
聞
こ
え
た
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
。
 
⑤
ゆ
っ
た
り
と
演
奏
さ
れ
て
い
て
拍
が
感
じ
ら
れ
な
い
た
め
、
楽
器
が
ず
れ
て
演
奏
さ
れ
る
。
 
⑥
笙
の
音
が
た
く
さ
ん
あ
り
不
協
和
音
で
演
奏
さ
れ
て
い
て
神
社
で
よ
く
聞
く
音
楽
だ
。
⑦
鞨
鼓
の
リ
ズ
ム
が
球
が
転
が
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
か
ら
だ
ん
だ
ん
速
く
な
っ
て
止
ま
る
感
じ
が
す
る
。
 
資
料
4 
学
習
指
導
要
領
の
内
容
【
A表
現
 
歌
唱
】
 
 ア
 歌
唱
表
現
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
を
得
た
り
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
，
曲
の
特
徴
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
，
ど
の
よ
う
に
歌
う
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
も
つ
こ
と
。
 
イ
 曲
想
と
音
楽
の
構
造
や
歌
詞
の
内
容
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 
ウ
 思
い
や
意
図
に
合
っ
た
表
現
を
す
る
た
め
に
必
要
な
次
の
(ｱ
)か
ら
(ｳ
)
ま
で
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 
 (
ｲ)
 呼
吸
及
び
発
音
の
仕
方
に
気
を
付
け
て
，
自
然
で
無
理
の
な
い
，
響
き
の
あ
る
歌
い
方
で
歌
う
技
能
 
資
料
5 
学
習
指
導
要
領
の
内
容
【
A表
現
 
器
楽
】
 
 A
 
表
現
 
 
器
楽
 
ア
 器
楽
表
現
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
能
を
得
た
り
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
，
曲
の
特
徴
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
工
夫
し
，
ど
の
よ
う
に
演
奏
す
る
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
も
つ
こ
と
。
 
イ
 次
の
(ｱ
)及
び
(ｲ
)に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 
(ｱ
) 
曲
想
と
音
楽
の
構
造
と
の
関
わ
り
 
(ｲ
) 
多
様
な
楽
器
の
音
色
や
響
き
と
演
奏
の
仕
方
と
の
関
わ
り
 
ウ
 思
い
や
意
図
に
合
っ
た
表
現
を
す
る
た
め
に
必
要
な
次
の
(ｱ
)か
ら
(ｳ
)
ま
で
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 
(ｲ
) 
音
色
や
響
き
に
気
を
付
け
て
，
旋
律
楽
器
及
び
打
楽
器
を
演
奏
す
る
技
能
 
資
料
6
 
学
習
指
導
要
領
の
内
容
【
B
鑑
賞
】
 
 ア
 鑑
賞
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
た
り
生
か
し
た
り
し
な
が
ら
，
曲
や
演
奏
の
よ
さ
な
ど
を
見
い
だ
し
，
曲
全
体
を
味
わ
っ
て
聴
く
こ
と
。
 
イ
 曲
想
及
び
そ
の
変
化
と
，
音
楽
の
構
造
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 
資
料
1
3
 
子
ど
も
の
実
態
 
 
 ア
 
郷
土
の
音
楽
に
対
す
る
興
味
関
心
が
低
い
。
 
イ
 
「
越
天
楽
今
様
」
の
学
習
は
初
め
て
で
あ
る
。
 
ウ
 
3
年
生
の
時
、「
『
ロ
ッ
ク
』
黒
田
節
」
を
運
動
会
で
踊
っ
て
い
る
も
の
の
楽
曲
と
結
び
つ
か
な
い
。
 
エ
 
「
雅
楽
」
に
つ
い
て
知
ら
な
い
。
 
オ
 
リ
コ
ー
ダ
ー
は
一
点
ド
～
二
点
ミ
ま
で
は
指
使
い
を
理
解
し
て
お
り
吹
く
こ
と
が
で
き
る
。
 
カ
 
合
奏
す
る
こ
と
に
対
す
る
興
味
関
心
は
高
い
。
 
資
料
15
 
教
師
の
実
態
 
 ア
 
郷
土
の
音
楽
に
対
す
る
興
味
関
心
が
低
く
、
指
導
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
 
イ
 
「
越
天
楽
今
様
」
の
指
導
を
し
た
経
験
が
あ
る
教
師
が
少
な
い
。
 
ウ
 
「
黒
田
節
」
が
雅
楽
の
音
楽
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
 
エ
 
「
雅
楽
」
の
背
景
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
な
い
。
 
オ
 
「
雅
楽
」
の
よ
さ
や
お
も
し
ろ
さ
を
つ
か
め
て
い
な
い
。
 
カ
 
合
奏
指
導
は
楽
し
い
が
技
能
が
伴
わ
な
い
。
 
キ
 
D
VD
等
の
機
器
を
使
い
指
導
が
で
き
る
。
 
資
料
2
,
3
,
4
 
 
 
学
習
指
導
要
領
の
内
容
 
資
料
1
8
 
「
学
習
活
動
」
と
「
学
習
指
導
要
領
の
内
容
」「
教
材
分
析
」「
子
ど
も
の
実
態
」「
教
師
の
実
態
」
と
の
関
連
 
目
標
 
○
「
黒
田
節
」「
越
天
楽
今
様
」「
雅
楽
」
の
曲
想
と
音
楽
の
構
成
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
し
、
伝
統
音
楽
の
特
徴
を
生
か
し
た
歌
唱
表
現
や
器
楽
表
現
す
る
た
め
に
発
声
や
演
奏
技
能
を
身
に
付
け
る
。【
知
識
及
び
技
能
】
 
○
「
黒
田
節
」「
越
天
楽
今
様
」「
器
楽
合
奏
黒
田
節
」
の
表
現
に
対
す
る
思
い
や
意
図
を
も
ち
、「
『
雅
楽
』
越
天
楽
」「
雅
楽
に
よ
る
黒
田
節
」
の
演
奏
の
よ
さ
等
を
見
出
し
な
が
ら
音
楽
を
味
わ
っ
て
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
 
○
雅
楽
の
調
べ
に
の
っ
て
郷
土
の
伝
統
音
楽
の
「
黒
田
節
」
歌
う
学
習
に
創
造
的
に
取
り
組
み
、
郷
土
の
音
楽
へ
の
関
心
を
高
め
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
。【
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
な
ど
】
 
身
に
付
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
 
【
知
識
及
び
技
能
】
 
○
「
黒
田
節
」「
越
天
楽
今
様
」「
雅
楽
」
の
曲
想
と
音
楽
の
構
成
な
ど
と
の
関
わ
り
 
○
 
伝
統
音
楽
の
特
徴
を
生
か
し
た
歌
唱
表
現
の
発
声
や
器
楽
表
現
す
る
た
め
の
演
奏
技
能
 
【
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
】
 
○
「
黒
田
節
」「
越
天
楽
今
様
」「
器
楽
合
奏
黒
田
節
」
の
表
現
に
対
す
る
思
い
や
意
図
 
○
「『
雅
楽
』
越
天
楽
」「
雅
楽
に
よ
る
黒
田
節
」
の
演
奏
の
よ
さ
を
味
わ
う
こ
と
 
【
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
な
ど
】
 
○
郷
土
の
音
楽
へ
の
関
心
を
高
め
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
態
度
 
73
学習内容をさらに深く追究したり、反対に必要なことだ
けを押さえたりするなど指導方法を吟味しながら、子ど
もの実態に応じた学習計画を立てることが大切である。
さらに、「教師の実態」によっては、学習機器を効果的
に使ったり、ゲストティーチャーに参加していただいた
りするなどの支援も有効であると考える。
３　検証授業
　音楽的な見方・考え方を広げる題材構成で実践した授
業について述べる。
⑴　題材名「雅楽の調べにのって歌おう」
⑵　教材名「黒田節」「越天楽今様」「『雅楽』越天楽」
「雅楽による黒田節」「『器楽合奏』黒田節」
⑶　題材の目標
○　「黒田節」「越天楽今様」「雅楽」の曲想と音楽の構
成などとの関わりについて理解し、伝統音楽の特徴を
生かした歌唱表現や器楽表現するために発声や演奏技
能を身に付ける。【知識及び技能】
○　「黒田節」「越天楽今様」「器楽合奏黒田節」の表現
に対する思いや意図をもち、「『雅楽』越天楽」「雅楽
黒田節」の演奏のよさ等を見出しながら音楽を味わっ
て聴くことができる。【思考力、判断力、表現力等】
○　雅楽の調べにのって郷土の伝統音楽の「黒田節」を
歌う学習に創造的に取り組み、郷土の音楽への関心を
高め生活をよりよくしようとしている。【学びに向か
う力、人間性の涵養など】
⑷　 授業の時期と授業対象
　検証のための授業は、平成29年９月に福岡市Ａ小学
校の第６学年３学級を対象に全３時間で実施した。
⑸　授業仮説
　歌唱教材「越天楽今様」と鑑賞教材「『雅楽』越天楽
今様」、歌唱教材「黒田節」と鑑賞教材「雅楽による黒
田節」を比較・対峙させたり、「黒田節」を器楽合奏で
表現して雅楽の疑似体験をしたりする学習を通して、そ
れぞれの楽曲のよさ・おもしろさに迫る題材構成を工夫
すれば、子どもの音楽の見方・考え方を広げることがで
きるであろう。
⑹　授業の実際
　資料19は、検証授業３時間分の流れをまとめたもの
である。一部、西村のＢ小学校での実践を含む。
３　検証の結果
　歌唱教材「越天楽今様」と鑑賞教材「『雅楽』越天
楽」、歌唱教材「黒田節」と鑑賞教材「雅楽による黒
田節」、「器楽合奏　黒田節」を用いた題材構成につい
て
　1/3時では、古謡の「越天楽今様」と「『雅楽』越天
楽」を関連させ学習した。「越天楽今様」は馴染みのな
い音楽だったため、歌ったときは「速さが遅いので歌い
にくかった」「言葉が難しかった」という歌い方に関す
る感想が多く出された。一方「伴奏に高い金属的な音
（鐘）や笛の高い音が使われていてきれいだった」「遅
い感じが春ののんびりした様子をあらわしている」と
いう伴奏に使われている楽器の音色に気付いた感想も
あった。この後、「『雅楽』越天楽」を聴かせ「越天楽今
様」と旋律が共通であることを確認し、旋律に親しんだ
後に雅楽の映像を視聴させると、「越天楽今様の伴奏で
使われていた太鼓の音がまた使われている」という楽器
に着目した意見や、「ゆったりとしている」「拍がとりに
くい」「鞨鼓のリズムがだんだん速くなっていく」「音が
ずれている」と言った演奏の仕方に着目した意見が出さ
れ、歌唱曲「越天楽今様」と共通する特徴や雅楽の特徴
をとらえていた。
　2/3時では、郷土の音楽の「黒田節」と「雅楽による
黒田節」を教材に取り上げた。「黒田節」が雅楽の音楽
であることに驚いていたが、「『雅楽』越天楽」でとらえ
た雅楽のよさ・おもしろさを「雅楽による黒田節」でも
同じように感じ取っていた。
　3/3時では、「雅楽の調べにのって黒田節を歌おう」
と投げかけ、「雅楽器を身近な楽器で代用するにはどん
な楽器を使おうか」「雅楽の特徴を生かした演奏にする
ためにはどのように演奏したらよいか」などを考えさせ
ながら学習を進めていった。合奏の場面では、「なかな
かパート音が合わないけど、ずれることが雅楽のよさだ
から」「もっと音程を不安定にするといいよ」「速さはど
のくらいがいいかな」と雅楽の特徴をとらえて器楽合奏
に生かす姿が見られた。
　資料20は、授業前と授業後の子どもたちの雅楽の特
徴の聴き取りを比較したグラフである。授業後は、雅楽
の特徴である「ズレのおもしろさ」「楽器の特徴」「拍感
のあいまいさ」をとらえていることがわかる。
　子どもたちの感想の中には、「身近な合奏で雅楽のよ
うな演奏ができるのがおもしろい」「合奏では笙の楽器
をやってみたい。いろんな音が出ておもしろいからで
す。」と鑑賞で学んだことを器楽表現で生かしたいと
言った複数の教材に関わる感想が多く見受けられた。
　以上のことから、歌唱の活動と鑑賞の活動を組み合わ
せたり、さらに器楽の活動を組み合わせたりする題材構
成をすることで、拍感のあいまいさ、不安定な音程、ズ
レなどで代表される日本の伝統音楽のおもしろさに迫ら
せることができたと考える。
　さらに、郷土に身近な楽曲である「黒田節」につい
て、実際に家庭や地域で「黒田節」についての話を聞い
音楽的な見方・考え方を広げる題材構成の在り方　―郷土の音楽を教材に用いて―
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資料19　授業の実際
学習活動と内容 教師の働きかけ 児童の反応
導入
1/3 日本の古い音楽を歌ったり聴いたりしよう
展開
１　範唱 CD を聴き「越天楽今様」の曲想
をとらえ、歌う。
（１）曲想をとらえる
・のんびりした感じを表した歌の曲で
あること
・春ののどかな様子を歌っていること
（２）範唱 CD に合わせて歌う。
・息継ぎ
・フレーズに気を付けて
２　「『雅楽』越天楽」を聴く。
（１）「『雅楽』越天楽」を聴き「越天楽今様」
と相違点を発表する。
・曲名に越天楽とあること
・旋律が同じ
・速さが違う
・歌の曲と楽器の曲
（２）雅楽の感想を出し合う。
・よくわからない曲
・神社で聴くような音楽
３　雅楽器について仕組みと音色をとら
え、雅楽のよさを味わう。
（１）「『雅楽』越天楽」を映像で視聴し、
分かったことを発表する。
・楽器について
（２）雅楽器について特徴を知る。
・篳篥…音程が不安性
・笙…たくさんの音、音が途切れない
こと
・鞨鼓…だんだん速く打つこと
（３）雅楽の演奏の特徴をつかむ。
・拍感がないこと
・パート毎に音がずれて演奏されるこ
と
・音程が一定でなく不安定であること
○「今様」は、新しいものを取り入れ流行
していた歌のことを言い、「越天楽今様」
は鎌倉時代に歌われ現在も歌い継がれて
いることを伝える。
○相似点がとらえにくいときは、「『雅楽』
越天楽」の音源は「越天楽今様」の速さ
に近い音源を聴かせる。
○「指揮をしている楽器はどれだろう」と
投げかけ、DVD をもとに指揮の役割を
している楽器を予測させる。
○ DVD を鑑賞し、「拍をとりながら越天楽
を聴いてみよう。」と投げかけ、雅楽の
特徴をつかませる。
「神社で聴く音楽」
「日本的」
「・ゆったりとしていたので歌
いづらい」 等
「旋律が同じだ」
「演奏は昔のままなのか」
「神社で演奏される音楽だ」
○ DVD に合わせて手拍子で拍
をとるがなかなか合わない。
「指揮者は打楽器ではないか」
「各パートがずれている」
「拍にあわせて打てない」
2/3 ３　「黒田節」を歌い、曲想をとらえる。
・力強い歌詞
・福岡の歴史とつながっていること
○博多駅前の銅像や友泉亭の写真を提示し
身近な地域に由来する音楽であることに
興味をもたせる。
「『黒田節』と『越天楽今様』の
歌詞が同じだ」
地域にある史跡に関係がある歌について学習しよう
４　「雅楽の黒田節」を視聴し、雅楽の特
徴を味わう。
・「黒田節」が「越天楽」と同じ雅楽で
あること
「黒田節は雅楽の曲だったんだ」
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○「黒田節」が「越天楽」と同じ
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雅楽であることをとらえさせ
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いる映像「黒田節」を視聴させ
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節」を器楽合奏する。 
 
 
（1）身近な楽器から、雅楽器
に代替する楽器を選ぶ 
○身近な楽器で「黒田節を演奏
しよう」と投げかけ、代替する
楽器を決定させる。 
 
○個別に練習する時間をとる。 
「楽太鼓は大太
鼓のような音
がする。構造が
似ているから
だ。」 
○身近な楽器や
器楽室のオルガ
ンから雅楽器に
合う音色を選ん
でいる。 
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（2）雅楽の特徴を生かして
「黒田節」を演奏する。 
 
 
○「拍のずれ」「不協和音」など
を感じるとともに、あえてず
らしたり音程を不安定にさせ
たりすることを意識して演奏
することを助言する。 
 
 
○雅楽の特徴で
ある「音程の違
い」「ずれ」を生
かして演奏で
きた。 
 （3）器楽を伴奏に「黒田節」
を歌い、学習のまとめをす
る。 
 ・郷土の音楽を学習したこ
と 
 ・長い年月人々から親しま
れていること 
 ・雅楽の特徴を知ったこと 
 「本物の楽器を
見てみたい。」
「合奏は楽しか
った。」 
 
雅楽の調べにのって「黒田節」を歌おう 
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たり、一緒に歌ったりする場面が生れた。このことは、
今回の学習指導要領がねらう「音や音楽と自分との関わ
りを築いていけるよう、生活や社会の中の音や音楽の働
き、音楽文化についての理解を深める」ことや、「音楽
を聴いてその価値などを考え、我が国や郷土の伝統音楽
に親しみ、よさを一層味わう」ことにつながるものだと
考える。
Ⅲ　研究の成果と課題
⑴　研究の成果
○　題材構成を「学習指導要領の内容」「教材分析」「子
どもの実態」「教師の実態」からとらえたことについ
て
　「学習指導要領の内容」を押さえることで、どんな資
質・能力を身に付けさせるのかを明確にできた。また、
「教材分析」を楽曲の音楽的な構成要素を分析し、その
楽曲のもつよさ・おもしろさをとらえたことは、学習指
導要領に示されている〔共通事項〕の知覚・感受の内容
を押さえ、子どもたちに何を聴き取らせ、何を感じ取ら
せたいかを明確にすることにつながった。さらに、「子
どもの実態」については、子どもの発達段階やレディネ
スの状況を把握し、子どもにとって身近な素材を教材と
して活用しながら学習を進めたことで、学習への意欲を
高めることができた。「教師の実態」については、音楽
を苦手とする教師の実態を鑑みたときに、学習活動を支
援する様々な方法を探ることが求められる。以前、題材
「雅楽に親しもう」、教材「越天楽今様」「『雅楽』越天
楽」で題材構成を行った５年生の授業では、雅楽を演奏
する楽所にゲストティーチャーとして参加してもらうこ
とで、実際の演奏に触れ話を伺ったり、疑似的な体験活
動である合奏をする経験したりしながら、効果的に雅楽
に触れる学習を進めることができた。教師の実態によっ
ては、ゲストティーチャーを招いた学習や映像などの機
器を使っての学習は、子どもの活動を支える支援となる
と考える。
○　歌唱教材「越天楽今様」と鑑賞教材「『雅楽』越天
楽今様」を、歌唱教材「黒田節」と鑑賞教材「雅楽に
よる黒田節」「器楽合奏　黒田節」を用いた題材構成
の有効性
　歌唱の活動や鑑賞の活動、さらに器楽の活動を取り入
音楽的な見方・考え方を広げる題材構成の在り方　―郷土の音楽を教材に用いて―
○「黒田節」が「越天楽」と同じような響
きで演奏され、同じ雅楽であることをと
らえさせるために、雅楽で演奏されてい
る映像「黒田節」を視聴させる。
3/3 ５　身近な楽器を使って「黒田節」を器楽
合奏する。
（１）身近な楽器から、雅楽器に代替す
る楽器を選ぶ
○身近な楽器で「黒田節を演奏しよう」と
投げかけ、代替する楽器を決定させる。
○個別に練習する時間をとる。
「楽太鼓は大太鼓のような音が
する。構造が似ているからだ。」
○身近な楽器や器楽室のオルガ
ンから雅楽器に合う音色を選
んでいる。
雅楽の調べにのって「黒田節」を歌おう
（２）雅楽の特徴を生かして「黒田節」
を演奏する。
（３）器楽を伴奏に「黒田節」を歌い、
学習のまとめをする。
・郷土の音楽を学習したこと
・長い年月人々から親しまれているこ
と
・雅楽の特徴を知ったこと
○「拍のずれ」「不協和音」などを感じる
とともに、あえてずらしたり音程を不安
定にさせたりすることを意識して演奏す
ることを助言する。
○雅楽の特徴である「音程の違
い」「ずれ」を生かして演奏
できた。
「本物の楽器を見てみたい。」
「合奏は楽しかった。」
資料20　授業前後の雅楽の特徴に関する子どもの聴
き取り状況の比較（左が授業前、右が授業後）
n=43　平成29年９月
76
れて題材を構成したことで、日本古謡の「越天楽今様」
と「『雅楽』越天楽」、「『雅楽』越天楽」と「雅楽による
黒田節」「黒田節」と「雅楽による黒田節」を比較して、
共通点や相違点を聴き取りそれぞれのよさ・おもしろさ
をとらえることができた。また、「黒田節」を器楽合奏
する学習を組み込んだことで、第１時、２時でとらえた
雅楽のよさ・おもしろさを生かして演奏するなど、より
深い学習が展開できたと考える。
　子どもたちの感想にも、「３検証の結果　3/3時」で
記したように、一つの教材で学習したことを次の教材に
生かし思考していることが伺えた。授業参観者の教師の
感想には、「複数の教材を使って『共通点』や『相違点』
を確認しながら学習が進められていたので、授業のねら
いがより明確になってわかりやすかった。」と述べられ
ていた。このことから、題材構成を工夫することで授業
のねらいが明確になり、子どもの音楽的な見方・考え方
がより広まる学習が展開できたと考える。
○　郷土の音楽等、子どもや教師にとって馴染みのない
音楽を取り上げて題材を構成する手順が明らかになっ
たこと
　「黒田節」等を使って郷土の音楽を教材化し題材を構
成していった。「学習指導要領の内容」「教材の分析」
「子どもの実態」「教師の実態」の関連を通して指導す
る内容を押さえ計画を立てていくことが題材構成におい
ては大切であることが分かった。この手法を使えば耳慣
れない世界の音や音楽に触れる学習や声明などの日本の
伝統音楽を教材化することも可能になり音楽的な見方・
考え方を広げる学習が展開できると考える。
⑵　今後の課題
○　カリキュラムマネジメントの工夫
　学習指導要領の目標と内容を分析して題材を構成して
きたが、年間指導計画において、身に付けさせたい資
質・能力を本当にこの題材で指導することが最適かどう
かを吟味する必要がある。そのために、題材毎の指導記
録や授業評価を行い、カリキュラムをマネジメントして
いくことが大切だと考える。
○　題材構成を工夫したことで身についた資質・能力を
明らかにすること
　今回は、「雅楽の調べにのって歌おう」という題材で
学習を進めた中で子どもたちの学びを評価した。しかし
他の題材構成で「越天楽今様」等の学習をした場合の子
どもたちの学びと比較検討したものではないため、題材
構成の有効性を明らかにするためには、他の題材での学
習と比較することが求められる。
○　我が国の音楽や郷土の音楽、世界の音・音楽などを
とり上げた題材構成の提案
　耳慣れない音楽のよさに触れる学習は、子どもの価値
西　村　敬　子
観を広げ、子どもの音楽的な見方・考え方を広げる上で
意義深い。我が国の音楽や郷土の音楽、世界の音・音楽
などを教材に取り上げた題材を構成し、実践を積み重ね
ていくことが必要になっていく。
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